
.読売新聞大阪本社社会部著 『性犯罪報
道』 裁判員制度導入以後、レイプなど性
犯罪の量刑を見直す動きが始まっている。
殺人にもたとえ
残しながらも重大さが理解されてこなかっ
た。軍事祭に届け出る被害者は4%ともいわ
れる。その被害と報道の現状を掘り下げた
連哉を加筆・修正。坂田記念ジヤ}ナリズ
ム賞特別賞受賞。 (中公文庫.680円)

・フィリップ・カーター著『骨の祭壇』上
下スターリン時代の強制収容所脱出周囲jと
冷戦期ハリウッドの事件がもつれにもつ
れ、現代アメリカ
がふりかかる。聖杯伝鋭にも似た謎、どんで
ん返しが連続のド派手な展開。国際的に活
腐するある作家が変名で曾いた小説。(池田
真紹子訳、新潮文庫・上746円、下788円)
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一 一・小山真人箸 『富士山 大自然への道案
内』 富士山は2900年前には頂上が二つあ
った。平安期の貞観噴火前、富士五湖は四
湖だった一一地層などに残る火山活動の跡
を七つのコースでたどり、案外知られてい
ない竃士山の自然史を解説する。世界文化
遺産登録に沸いているが、貴重な自然遺産
としても広い視野での保全が墓まれる.昭
和初期、山頂でゆで卵ができるほどの噴気

があったとは! (岩浪新膏・945円)

_JII毎回;n;$著 rM!壇賞
間 』 ことばを通して独創』
的な世界を拓fひら〉いてきr!
た作~や翻駅者らを相手同 4
tご、著者が勝者代表で質問
した16のインタビュー.作
局の勝み解きを村上春樹か
ら引き出し、原作者と翻訳
者とのやりとりから生まれ

出る言葉、さらにはジョン・アーヴインク
との架空の対話まで、多彩な話題満載の文
学論でもある。(朝日文庫・1029円)
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-石井正己著 『文叢たちの関東大量災体
験犯』 焼け跡を歩き多くの死体を自にし
た芥川簡之介。避難生活で鮮を体験した宇
野浩二。被害にあった人とそうでない人の
温度差をとらえた佐藤春夫。新しい東京の
出現を期待した田山花袋。朝鮮人虐殺に人
閣のあさましさを痛感した折口信夫。今日
の状混とも通じる文人たちの体験や見聞を
集成。(小学館101新・.777円)

.金丸弘艶著 『実践! 田舎力』
は「小さくても経済が回る5つの方法j• 
野菜や魚に生産地で付加価値をつける『六
次産業化jも、旧来の大量生直的な売組や
斜理のできないおUさんだ貯の会.ではう
まくいかない。食環境ジャーナリストの著
者が、人事者活用や食初のテキスト他、観光
との連携など新たな切り口で再生・活性似

てみ

たくなる。
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